
高校球児たちの熱戦が繰り広げられました。
晴天の下、６月１日（土）に土岐市総合公園野球場において
令和６年度市長旗争奪土岐市高等学校野球春季大会が開催
されました。
始球式では市長が投球を行い、議長がキャッチャーを務め

ました。
選手のみなさん、お疲れさまでした。

優　勝　土岐商業高等学校
準優勝　土岐紅陵高等学校
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　　　　 第３回定例会報告令和6年
第３回定例会には下記のとおり議案が上程され、委員会付託された議案については各常任委員会で６月19
日・20日に審議されました。上程された議案の賛否状況及び議決結果は下記のとおりです。

【全会一致で可決等された議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第39号
令和６年度土岐市一般会計補正予算（第２号）

補正額　△12,787千円

議第40号
令和６年度土岐市一般会計補正予算（第３号）

補正額　293,113千円

議第41号

土岐市税条例の一部を改正する条例について

地方税法等の一部改正に伴い、税額控除の対象となる寄附金の規定を整理等するため、所要の改正を
するもの。

議第42号

土岐市教育支援センターの設置及び管理に関する条例について

悩みや困り感を抱える子どもたちや保護者の課題を整理し、課題の解決を関係諸機関との連携により
支援し、子どもたちの社会的自立をめざすことを目的として、土岐市教育支援センターを設置するた
め、この条例を定めるもの。

議第44号

防災行政無線同報系設備工事の請負契約について

防災行政無線同報系設備工事の請負契約を1,628,000,000円で、中央電子光学株式会社と締結しよう
とするもの。

議第45号

土岐市美濃陶磁歴史館解体工事の請負契約について

土岐市美濃陶磁歴史館解体工事の請負契約を203,500,000円で株式会社マルエス産業と締結しようと
するもの。

議第46号

焼却施設3号炉等整備工事の請負契約について

焼却施設3号炉等整備工事の請負契約を260,700,000円で、三機グリーンテック株式会社と締結しよ
うとするもの。

議第47号

東濃5市消防指令センター高機能消防指令システム設置工事（個別分　土岐市）の請負契約について

東濃5市消防指令センター高機能消防指令システム設置工事（個別分　土岐市）の請負契約を
192,610,000円で中央電子光学株式会社と締結しようとするもの。

議第48号

財産の取得について

ミニデスクトップ型パソコンを20,790,000円で株式会社トーノーセキュリティから取得しようとす
るもの。

2024年8月15日
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【賛否が分かれた議案】

議第43号

岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約の変更について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部改正等により、被
保険者の資格に係る情報については、厚生労働省令で定める事項を記載した書面の交付等により提供
することとされたため、岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約を変更することにつ
いて議会の議決を求めるもの。

議案番号
議
決
結
果

伊
藤　

公
男

安
藤　

勝
彦

渡
邉　
　

豪

木
股　

英
明

大
久
保
一
夫

山
内　
　

健

後
藤　

正
樹

安
藤　
　

学

小
関　

篤
司

水
石　

玲
子

水
野　

哲
男

北
谷　

峰
二

鈴
木　

正
義

加
藤　

淳
一

杉
浦　

司
美

小
栗　

恒
雄

西
尾　

隆
久

塚
本　

俊
一

議第43号 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○

○…賛成　×…反対

日 月 火 水 木 金 土
8/25 26 27 28 29 30 31

本会議　初日
（議案提案説明）

9/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
本会議　2日目

（質疑・委員会付託・一般質問）
本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

民生常任
委員会

民生常任
委員会

15 16 17 18 19 20 21
総務常任
委員会

総務常任
委員会

22 23 24 25 26 27 28
本会議　最終日
（委員長報告　質疑・討論・採決）

29 30

9月定例会（予定）� ※午前９時 開会予定（変更の場合あり)

濃南小学校のみなさんが
議場を見学しました。

5/24
（金）

3

土 岐 市 議 会 だ よ り



委員会報告（民生常任委員会）
2024年8月15日

4

令和６年度土岐市一般会計補正予算（第３号）　所管部分
　　　児童手当制度の拡充により、対象児童はどの位増えるのか。
　　　高校生世代まで拡充されることなどにより2,500人程度の増加を見込んでいる。
　　　新型コロナウイルスワクチン定期予防接種助成金について、１回当たりの自己負担額はどの位になるのか。
　　　今年度は国からの助成金が交付される見込みであり、2,600円程度の自己負担を想定している。
　　　ごみ袋無料配布事業について、宅配に係る経費がかなりかかるが、他の配布方法は検討されなかったのか。
　　　支所や小売店での引換券による交換という考え方もあるが負担が大きく、確実に迅速に配布するため宅

配とする。
　　　濃南中学校グランドピアノ購入について、購入する経緯は。
　　　昭和40年代に寄付いただいたピアノが経年劣化により不具合が生じているため購入する。

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

土岐市教育支援センターの設置及び管理に関する条例について
　　　浅野教室から追加される機能は。
　　　浅野教室では不登校の児童生徒を対象としていたが、教育支援センターでは、それに加え、児童生徒・

保護者への発達相談、外国人児童生徒を含めた教育支援全般を実施する機能を有する。
　　　センターを使用できる範囲に児童生徒・保護者以外も許可するとあるが、誰を想定しているのか。
　　　センターに専門的知識を有する職員を配置し、教員に対する指導・支援や義務教育外の子どもたちへの

支援も想定している。

質疑
答弁

質疑
答弁

岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約の変更について
　　　資格確認書は、どのような場合に交付されるのか。
　　　マイナ保険証を保有していない方に交付する。
　　　マイナ保険証に対応できる医療機関はどの程度あるのか。
　　　約９割の医療機関は既に対応できると聞いている。
　　　マイナ保険証による窓口トラブルや、業務の煩雑さなど問題があり、保険証を廃止すべきではないと考え、

この規約の変更に反対する。

質疑
答弁
質疑
答弁
討論



委員会報告（総務常任委員会）
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土 岐 市 議 会 だ よ り

令和６年度土岐市一般会計補正予算（第３号）　所管部分
　　　文化財保存活用拠点（仮称）整備事業の地方債補正を追加する要因は。
　　　当初一般財源を予定していたが、交付税措置のある公共施設等適正管理推進事業債の借り入れが見込め

ることとなったため財源組替えをする。
　　　民間路線バス肥田線の撤退に伴い、市民バスがその路線を踏襲するが、運行ダイヤ、停留所、運賃は、

どのようになるのか。
　　　急な撤退の申入れであったため、運賃は市民バスに合わせるが、運行ダイヤ、停留所は、市民の利便性

を考慮し、踏襲する。
　　　観光イベント助成事業の詳細は。
　　　これまで下石、駄知、伝産会館、織部ヒルズにおいて、それぞれの日程で開催されていた秋の陶器祭の

開催日を統一し、会場を周遊してもらう仕組み作りや一体感を出すための事業に対して支援をする。

質疑
答弁

質疑

答弁

質疑
答弁

令和６年度土岐市一般会計補正予算（第２号）
　　　東濃５市高機能消防指令システム整備事業の増減理由について
　　　整備事業の入札結果により、東濃５市共通部分については減額、各市個別整備部分については増額となり、

トータルで減額となった。

質疑
答弁

防災行政無線同報系設備工事の請負契約について
　　　一般競争入札での応札者は何社で、落札率は何パーセントであったか。
　　　応札者は１社で、落札率は99.2パーセントである。
質疑
答弁

土岐市美濃陶磁歴史館解体工事の請負契約について
　　　一般競争入札での応札者は何社で、落札率は何パーセントであったか。
　　　応札者は１社で、落札率は97.8パーセントである。
質疑
答弁

焼却施設３号炉等整備工事の請負契約について
　　　当該工事が随意契約となった理由は。
　　　焼却施設本体の製造メーカーであり、装置自体がメーカー独自の構造であるため、技術的に他のメーカ

ーでは対応が難しいため随意契約とした。

質疑
答弁

東濃５市消防指令センター高機能消防指令システム設置工事（個別分　土岐市）の請負契
約について
　　　５市の共同運用による土岐市分の設置工事の契約であるが、落札率は何パーセントか。
　　　一般競争入札にかかる事務を瑞浪市に委任して実施し、システム設置工事全体の落札率は95.6パーセン

トである。

質疑
答弁

財産の取得について
　　　一般競争入札での応札者は何社で、落札率は何パーセントであったか。
　　　応札者は４社で、落札率は91.3パーセントである。
質疑
答弁



《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

一 般 質 問
６月議会では11名の議員が市政に対して一般質問を行いました。
議会だよりでは、一般質問の要旨を各議員の文責において掲載しております。
また、土岐市ホームページでは、インターネットによる議会映像の配信や定例会・臨
時会の会議録を掲載しておりますので、ぜひアクセスしてご覧ください。

●一般質問へのアクセス方法

　　　　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　⇒　土岐市役所ホームページ 土岐市議会 議会ライブ中継

【動画の視聴】

　　　　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　⇒　土岐市役所ホームページ 土岐市議会 議会会議録検索

【会議録の検索】

［動画ページ］

［会議録ページ］

◆
公
共
施
設
の
最
適
化
と
新
た
な
施
設
の

整
備
方
針
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
の
統
合
・
複
合
化
は
、
保
有

総
量
を
抑
制
し
な
が
ら
機
能
を
維
持
し
、

そ
の
方
法
次
第
で
は
機
能
を
向
上
さ
せ
る

有
効
な
手
だ
て
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る

と
思
う
。財
源
の
確
保
と
い
う
点
か
ら
も
、

延
床
面
積
減
少
を
伴
う
集
約
化
・
複
合
化

に
は
、
有
利
な
条
件
（
交
付
税
措
置
率

50
％
）
で
起
債
が
で
き
る
（
公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
）。統
合
・
複
合
化

に
よ
る
総
量
抑
制
と
機
能
維
持
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
、
利
便
性
の

向
上
、
に
ぎ
わ
い
の
増
進
や
多
様
な
交
流

の
促
進
な
ど
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る

集
約
・
複
合
化
に
よ
っ
て
、
総
量
抑
制
と

機
能
維
持
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
必
要
な
公
共
施
設
の
整
備
を
し
て

い
く
上
で
加
藤
市
長
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

新
博
物
館
を
整
備
す
る
意
義
、
期
待
す
る

効
果
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
な
の
か
。
市
長

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
美
濃
焼
や
、
や
き
も
の
の
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
を
活
用
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
新
博
物
館
は
、
郷
土
愛
や

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
、
ひ
い
て
は

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
市
営
合
葬
式
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
を
通
し
た
安
心

の
実
現
と
、無
縁
墓
の
増
加
対
策
と
し
て
、

駄
知
墓
地
公
園
内
ま
た
は
他
の
市
有
地
に

合
葬
式
の
墓
地
を
整
備
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
い
。
こ
の
提
案
に
つ
い
て
の
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

　
新
し
い
墓
地
経
営
の
在
り
方
も
含
め
、

行
政
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

●
超
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

未
来
永
劫
、
現
在
の
形
で
墓
地
を
守
っ
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
。
亡
く
な
っ
た
方
の

尊
厳
を
最
後
は
行
政
が
し
っ
か
り
と
守
る

と
い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

視
点
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
個
人
的
な
問
題

あ
る
い
は
個
々
の
家
族
の
問
題
と
さ
れ
て

き
た
墓
地
に
つ
い
て
の
問
題
を
、
自
治
体

が
向
き
合
う
べ
き
現
代
的
な
行
政
課
題
と

捉
え
、
寺
院
等
の
関
係
者
と
も
情
報
共
有

や
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
こ
の
地
で

生
ま
れ
育
ち
、
こ
の
地
で
暮
ら
し
、
こ
の

地
で
人
生
の
最
期
を
迎
え
た
人
々
の
眠
る

墓
地
を
、
郷
土
を
愛
し
た
人
々
の
生
き
た

証
が
残
る
大
切
な
場
所
と
し
て
守
り
つ
つ
、

郷
土
へ
の
愛
着
や
想
い
を
大
切
に
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

後藤　正樹

2024年8月15日
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《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

♦
学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
学
校
プ
ー
ル
は
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
り

廃
止
す
る
自
治
体
が
出
て
い
る
中
で
プ
ー

ル
授
業
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
水
泳
授
業
の
趣
旨
、
身
体
能
力
を
身
に

つ
け
水
中
で
の
安
全
に
関
す
る
知
的
な
発

達
を
促
し
水
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
倫
理

的
な
思
考
力
を
育
む
こ
と
と
し
、
小
学
校

低
学
年
を
水
遊
び
、
高
学
年
か
ら
は
ク
ロ

ー
ル
、
平
泳
ぎ
な
ど
の
泳
法
を
取
り
扱
い
、

校
種
、
学
年
の
狙
い
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ぞ

れ
の
泳
法
を
段
階
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
遊
び
及
び
水
泳
運
動
を
安
全
に

行
う
た
め
の
心
得
を
必
ず
取
り
上
げ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
実
施
時
間

に
つ
い
て

　
市
内
の
全
て
の
小
学
校
８
校
と
中
学
校

４
校
が
水
泳
授
業
を
実
施
し
、
プ
ー
ル
施

設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
駄
知
中
、
肥
田
中

は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
施
時
間
は
、

小
学
校
の
平
均
で
９
．７
時
間
、
中
学
校

の
平
均
は
９
．３
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
老
朽
化
に
よ
る
破
損
や
故
障
が
起
き
た

学
校
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
に
行
っ
た
土
岐
津
小
プ
ー

ル
の
大
規
模
改
修
工
事
は
、
２
，７
０
０

万
円
を
払
出
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

プ
ー
ル
槽
、
ろ
過
装
置
な
ど
の
劣
化
に
よ

る
損
傷
や
故
障
が
発
生
し
て
お
り
、
修
繕

回
復
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
土
岐
津
中
、
西
陵
中
、
肥
田
中
、
駄

知
中
の
４
校
に
つ
い
て
は
利
用
を
停
止
し

て
い
る
。

　
学
校
プ
ー
ル
の
年
間
維
持
管
理
費
に
つ

い
て

　
令
和
４
、
５
年
度
の
平
均
値
で
水
道
料

金
、
保
守
点
検
、
水
質
検
査
費
用
合
計
４

１
８
万
円
で
１
校
当
た
り
に
平
均
す
る
と

約
52
万
円
ま
た
、
修
繕
な
ど
の
臨
時
的
な

費
用
と
し
て
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
の
３
年
間
で
約
１
，３
１
８
万
円
を
支

出
し
て
い
る
。

　
小
学
校
の
水
泳
指
導
の
民
間
委
託
に
つ

い
て

　
現
在
、
市
内
の
小
学
校
８
校
に
つ
い
て

は
老
朽
化
に
よ
り
水
泳
指
導
が
で
き
な
い

学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
委
託
に
は
、

プ
ー
ル
管
理
費
の
軽
減
と
専
門
的
指
導
が

期
待
で
き
る
が
民
間
プ
ー
ル
ま
で
の
往
復

手
段
な
ど
の
確
保
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
老
朽
化
に
よ
っ
て
プ
ー
ル
利
用
が

で
き
な
く
な
る
小
学
校
も
出
て
く
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
。
ど
の
小
学
校
に
お
い
て

も
水
泳
授
業
が
で
き
る
よ
う
小
学
校
で
の

プ
ー
ル
の
共
同
活
用
や
民
間
へ
の
業
務
委

託
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
孤
独
死
対
策
に
つ
い
て

　
公
的
機
関
等
の
役
割
（
活
動
）
は

　
《
民
生
委
員
》
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員
で
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
の
定
期
的
な
見
守
り

や
安
否
確
認
、
家
庭
訪
問
な
ど
の
必
要
な

援
助
を
行
い
、
行
政
機
関
の
業
務
の
協
力

な
ど
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。《
社
会
福
祉
協
議
会
》
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
的
と
し
て
全
国
の
市
町
村

に
設
置
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
格
の
民
間

団
体
で
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
等
に
職

員
が
訪
問
し
、
近
況
や
日
常
生
活
に
つ
い

て
の
話
を
お
聞
き
す
る
「
友
愛
訪
問
」
を

実
施
し
て
い
る
。《
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
》
市
内
４
圏
域
に
設
置
し
、
地
域
の

高
齢
者
の
介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
に

関
す
る
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
へ
の
自
宅
訪
問
を
行
い
、
行

政
や
民
生
委
員
、
介
護
事
業
所
な
ど
と
連

携
し
て
継
続
的
に
支
援
を
す
る
業
務
を
行

っ
て
い
る
。

　
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
対
象
者
は

　
概
ね
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
や

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を
保

持
す
る
１
人
暮
ら
し
の
方
等
で
あ
る
が
、

今
後
高
齢
者
の
環
境
や
状
況
を
鑑
み
な
が

ら
65
歳
か
ら
69
歳
で
も
設
置
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
の
対
策
は

　
国
の
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
の
４
条

に
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、「
国

及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
そ
の
区
域
内
の
状
況
に
応
じ
た

施
策
を
策
定
し
実
施
す
る
責
務
を
有
す

る
」
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
は
高
齢
者

の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
国
や
県
の
動
向
や
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
の
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。

◆
指
定
管
理
鳥
獣
に
追
加
指
定
さ
れ
た

ク
マ（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
）対
策
に
つ
い
て

　
ク
マ
が
追
加
指
定
さ
れ
た
要
因
は

　
令
和
５
年
の
秋
は
秋
田
県
及
び
岩
手
県

を
中
心
に
人
の
生
活
圏
へ
の
出
没
が
相
次

ぎ
人
身
被
害
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

今
後
も
ク
マ
の
分
布
の
拡
大
地
域
で
は
個

体
数
の
更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
、
人
身

被
害
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
の
市
の
対
策
は

　
ク
マ
出
没
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
県
、
猟
友
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
・
連
携
強
化
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

く
。

水野　哲男

山内　健
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《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
教
育
長
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

　
教
育
長
の
教
育
信
条
は
。

　
37
年
間
の
教
員
人
生
に
お
い
て
「
教
育

は
、
未
来
に
向
か
っ
て
種
を
蒔
く
大
切
な

仕
事
」「
常
に
子
供
の
側
に
立
つ
」
と
い

う
２
つ
の
こ
と
を
い
つ
も
心
に
留
め
て
大

切
に
し
て
き
た
。

　
土
岐
市
の
教
育
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

第
２
次
土
岐
市
教
育
振
興
基
本
計
画

「
夢
・
絆
プ
ラ
ン
」
を
も
と
に
、
山
積
す

る
学
校
教
育
の
課
題
を
解
決
し
、
未
来
社

会
を
切
り
拓
い
て
い
く
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
整
備
し
、
未
来

に
向
け
て
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
少
し
の
立
ち

止
ま
り
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
学
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
受
け
皿
や
課
題
解
決

の
糸
口
と
な
る
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
が
「
夢
・
絆
プ
ラ
ン
」
の
充
実

期
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

　
土
岐
市
に
お
い
て
重
点
的
に
解
決
す
べ

き
教
育
課
題
は
何
か
。

　

最
優
先
で
解
決
す
べ
き
教
育
課
題
は
、

「
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
増
加
、
多
様
化

す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
」
で
あ
り
、「
体

力
・
運
動
能
力
の
向
上
と
健
康
教
育
の
充

実
」
と
「
少
子
化
を
見
据
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
推
進
」
の

３
つ
が
重
点
課
題
で
あ
る
。

　
教
育
長
と
し
て
土
岐
市
の
教
育
に
対
し

て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か
。
土
岐
市
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
、
ど
の
よ
う
に
導
か
れ
る
の
か
。

　

今
年
度
、「
人
と
の
絆
の
中
で　

ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
も
ち　
夢
を
実

現
で
き
る
人
を
育
て
る
土
岐
の
教
育
」
を

基
本
理
念
と
し
た
、
第
２
次
教
育
振
興
基

本
計
画
「
夢
・
絆
プ
ラ
ン
」
が
５
年
目
の

節
目
を
迎
え
、
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け

て
の
教
育
施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
３
つ

の
教
育
課
題
を
重
点
に
、
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
こ
の

５
年
間
の
「
夢
・
絆
プ
ラ
ン
」
の
取
組
を

振
り
返
り
、
新
た
な
教
育
振
興
基
本
計
画
、

基
本
方
針
の
策
定
に
着
手
し
た
い
。
今
回

の
「
夢
・
絆
プ
ラ
ン
」
の
基
本
的
な
方
向

性
を
継
承
し
つ
つ
、
教
育
を
取
り
巻
く
新

た
な
課
題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
土
岐
市
の
よ
さ
が

生
き
る
よ
う
、
土
岐
市
の
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、
伝
統
文
化
に
ふ
れ
な
が
ら
、
人
と

の
絆
の
な
か
で
、
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
、

地
域
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
在
は
、
任
意
接
種
と
し
て
個
人
が
接

種
を
希
望
し
た
場
合
に
受
け
る
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
市
で
は
接
種
費
用
の
公
費
助

成
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
国
の
動
向
を
注
視
し
、

地
元
医
師
会
と
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

県
内
の
自
治
体
の
接
種
状
況
等
の
把
握
を

し
て
、
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
６
月
20
日
厚
生
労
働
省
の
専
門
委
員
会

が
、
定
期
接
種
化
は
差
し
支
え
な
い
と
判

断
し
た
の
で
、
今
後
開
始
時
期
な
ど
を
議

論
し
、
最
終
判
断
す
る
と
し
た
報
道
あ
り

◆
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

　
土
岐
市
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　
土
岐
市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

等
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
い
た
様
々
な
取

組
に
よ
り
、
所
属
長
を
は
じ
め
と
す
る
全

職
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
や

対
応
能
力
を
向
上
さ
せ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
起
こ
ら
な
い
職
場
環
境
に
努
め
て
い
る
。

　
カ
ス
ハ
ラ
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
）
の
対
策
に
つ
い
て

　
土
岐
市
に
お
い
て
カ
ス
ハ
ラ
に
対
応
し

た
規
則
・
指
針
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国

の
法
整
備
の
動
向
や
内
容
な
ど
を
踏
え
対

応
し
て
い
く
。
ま
た
不
当
要
求
行
為
等
の

防
止
に
関
す
る
要
綱
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

ご
ざ
い
ま
す
の
で
そ
の
要
綱
に
基
づ
い
て

対
応
し
て
い
く
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
さ
ん
の
名
札
を
名
字
の
み
に
し
て

は
ど
う
か

　
他
市
の
状
況
や
職
員
の
考
え
な
ど
も
聞

き
取
り
な
が
ら
、
導
入
の
要
否
に
つ
い
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

◆
土
岐
市
火
葬
場
の
残
骨
灰
に
つ
い
て

　
残
骨
灰
の
有
価
物
を
売
却
し
て
、
火
葬

場
の
整
備
運
営
費
に
し
て
は
ど
う
か

　
今
回
の
試
算
で
は
、
処
理
費
用
が
売
却

額
を
上
回
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

◆
救
急
車
の
搬
送
に
つ
い
て

　
救
急
車
の
不
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
の

対
応
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

　
軽
症
に
よ
る
搬
送
は
、
40
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
＃
７
１
１
９
の
利
用
促
進
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
っ
た
搬
送
に
つ
い

て
　
総
務
省
消
防
庁
の
指
導
に
従
っ
て
い
く

　
緊
急
災
害
で
の
住
宅
提
供
に
つ
い
て

　
土
岐
市
火
災
等
時
宿
泊
助
成
要
綱
に
基

づ
き
一
人
一
泊
５
千
円
・
７
泊
分
ま
で
限

度
と
し
て
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

塚本　俊一

杉浦　司美
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《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
児
童
館
と
児
童
セ
ン
タ
ー
の
違
い
は
。

　
児
童
館
は
小
型
児
童
館
、
大
型
児
童
館
、

児
童
セ
ン
タ
ー
と
種
別
が
別
れ
て
お
り
、

小
型
児
童
館
は
小
地
域
の
児
童
を
対
象
と

し
、
大
型
児
童
館
は
原
則
と
し
て
都
道
府

県
内
ま
た
は
広
域
の
児
童
を
対
象
と
す
る
。

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
小
型
児
童
館
の
機
能

に
加
え
て
、
児
童
の
体
力
増
進
に
関
す
る

指
導
機
能
を
併
せ
持
つ
児
童
館
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　
建
築
年
と
耐
震
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
土
岐
津
児
童
館
が
昭
和
45
年
、
泉
児
童

館
が
昭
和
46
年
、
駄
知
児
童
セ
ン
タ
ー
が

昭
和
54
年
、
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
が
平
成

３
年
、
肥
田
児
童
セ
ン
タ
ー
が
平
成
５
年

で
、
耐
震
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
耐
震
性

を
示
す
Ｉ
Ｓ
値
は
い
ず
れ
の
施
設
も
基
準

値
を
上
回
っ
て
お
り
、
問
題
は
な
い
。

　
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
年
間
利
用

者
数
は
。

　
令
和
５
年
度
の
利
用
者
数
は
、
土
岐
津

児
童
館
が
１
万
７
６
７
人
、
西
部
児
童
セ

ン
タ
ー
が
１
万
２
７
４
１
人
、
駄
知
児
童

セ
ン
タ
ー
が
６
６
３
３
人
、
肥
田
児
童
セ

ン
タ
ー
が
１
万
３
８
９
人
、
泉
児
童
館
が

７
５
１
６
人
で
す
。

　
児
童
館
の
統
合
や
複
合
化
の
お
考
え
は
。

　
乳
幼
児
以
外
に
小
学
生
や
中
学
生
の
児

童
た
ち
が
自
由
に
通
い
、
安
心
し
て
そ
こ

で
遊
ん
だ
り
過
ご
し
た
り
で
き
る
場
所
で

あ
る
た
め
に
は
、
子
供
が
自
分
で
行
く
こ

と
の
で
き
る
近
さ
と
い
う
の
も
大
切
な
要

素
で
は
な
い
か
と
。
公
共
施
設
の
整
備
や

管
理
は
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
あ
ら
ゆ
る

角
度
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
や
床
、
本
な
ど
施
設
の
改
善

に
つ
い
て
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
岐
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営
を
お
願
い
し
て

い
る
。
毎
年
、
社
協
か
ら
状
況
を
確
認
し
、

利
用
者
の
安
全
を
第
一
に
優
先
順
位
を
決

め
て
市
が
実
施
し
て
い
る
。
50
万
円
未
満

の
小
規
模
修
繕
等
は
社
協
が
指
定
管
理
料

の
中
で
実
施
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
は
順

次
取
替
え
な
ど
で
対
応
す
る
予
定
。
授
乳

室
の
改
善
は
社
協
と
協
議
し
て
い
く
。
お

も
ち
ゃ
や
図
書
は
、
社
協
が
指
定
管
理
料

の
中
で
必
要
性
を
勘
案
し
購
入
し
て
い
る
。

　
屋
内
大
型
遊
具
完
備
の
児
童
セ
ン
タ
ー

を
整
備
さ
れ
て
は
。

　
長
期
的
な
視
点
で
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

◆
そ
の
他
に
「
美
濃
焼
の
将
来
に
向
け

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
質
問
い
た

し
ま
し
た
。

◆
災
害
発
生
前
、
発
生
後
の
本
市
の
取

組
み
に
つ
い
て

　
気
象
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
気
象
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
本
市
で
は
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

　
本
市
で
は
、
県
内
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
に
警
報
発
令
時
や
台
風
通
過
時
な
ど
、

災
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、

気
象
状
況
に
つ
い
て
事
前
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
時

に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
防
災
に
関
す
る

授
業
の
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
。

５
月
28
日
の
台
風
１
号
の
影
響
に
よ
る
大

雨
の
際
も
、
事
前
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ご

意
見
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
気
象
庁
や
岐

阜
県
の
情
報
と
と
も
に
、
各
部
署
へ
水
平

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
の
多
様
化
・
激
甚
化
す
る
風
水
害
等

の
災
害
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
角
的
に
情

報
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
市
に
と

っ
て
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
意
見
を
求
め
る

こ
と
は
非
常
に
有
効
な
手
段
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
安
否

確
認
な
ど
地
域
協
力
に
関
す
る
本
市
の
取

組
み
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

い
て
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
、
支
援
が
必
要
な
方
の
基
礎

と
な
る
資
料
と
し
て
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
作
成
し
、
毎
年
度
更
新
し
て
い
る
。

地
域
の
自
治
会
や
民
生
児
童
委
員
、
消
防

団
な
ど
の
避
難
支
援
関
係
者
に
提
供
し
、

地
域
の
中
で
の
要
支
援
者
の
把
握
や
そ
の

連
携
に
つ
い
て
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

平
時
か
ら
要
支
援
者
の
方
が
地
域
に
お
住

ま
い
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
意
識
し
て
い
た

だ
き
、
民
生
委
員
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
地

域
全
体
で
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
救
助
支

援
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
罹
災
証
明
書
の
早
期
発
行
に
つ
い
て

　

損
害
保
険
会
社
と
協
定
書
を
締
結
し
、

損
害
保
険
会
社
が
被
害
調
査
し
た
情
報
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
供
さ
れ

た
情
報
の
み
で
市
が
実
施
す
る
現
地
調
査

の
結
果
に
代
え
る
こ
と
は
現
状
難
し
い
が
、

職
員
の
現
地
調
査
の
補
完
資
料
と
し
て
、

ま
た
罹
災
証
明
書
の
未
申
請
者
に
災
害
手

続
を
促
す
こ
と
等
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
早
期
発
行
の
た
め
と
し
て
、
知
識

と
技
術
を
持
っ
た
住
家
被
害
調
査
員
の
育

成
の
た
め
、
研
修
に
参
加
さ
せ
る
等
し
て
、

迅
速
化
・
統
一
化
の
体
制
作
り
に
つ
と
め

て
い
る
。
ま
た
大
災
害
発
生
の
際
、
他
の

自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
派
遣
な
ど
、
柔

軟
で
早
期
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
研

究
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

伊藤　公男

木股　英明
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《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
及
び
関
連
施
設

と
指
定
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

　
土
岐
市
立
総
合
病
院
等
の
指
定
管
理
前

後
の
利
用
者
の
推
移
は
ど
の
よ
う
か
？

　
令
和
元
年
度
と
令
和
５
年
度
で
、
土
岐

市
立
総
合
病
院
の
外
来
患
者
数
は
１
日
平

均
３
７
６
．６
人
か
ら
、
２
２
３
．７
人
、

入
院
患
者
数
は
１
日
平
均
１
２
７
．５
人

か
ら
１
０
０
．８
人
。
老
健
や
す
ら
ぎ
の

入
所
者
は
、
１
日
平
均
66
．４
人
か
ら
27
．

１
人
、
通
所
者
は
１
日
平
均
16
．７
人
か

ら
12
．９
人
。
駄
知
診
療
所
は
１
日
平
均

37
人
か
ら
８
．３
人
で
す
。

　
指
定
管
理
前
後
の
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
状

況
、
運
営
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
？

　
令
和
元
年
度
の
土
岐
市
立
総
合
病
院
の

医
師
数
21
名
、
看
護
師
１
１
５
名
。
老
健

や
す
ら
ぎ
は
医
師
１
名
、
看
護
師
11
名
、

介
護
士
19
名
。
駄
知
診
療
所
は
医
師
１
名
、

看
護
師
１
名
。
令
和
６
年
度
現
在
の
土
岐

市
立
総
合
病
院
は
医
師
16
名
、
看
護
師
94

名
。
や
す
ら
ぎ
は
看
護
師
８
名
、
介
護
士

３
名
。
駄
知
診
療
所
は
医
師
１
名
出
勤
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
材
確
保
が
難
し

か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
前
よ
り
ス
タ
ッ
フ
も
整
っ
て

い
な
い
状
況
、
指
定
管
理
者
の
経
営
赤
字

の
補
填
、
本
来
の
目
的
を
超
え
る
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
病
院
事
業
の
指
定
管

理
料
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
？

　
（
市
長
）
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、

政
策
的
医
療
に
係
る
部
分
、
経
営
基
盤
の

安
定
に
係
る
部
分
で
出
し
ま
す
。
長
期
的

に
病
院
事
業
が
衰
退
し
て
い
く
要
因
と
短

期
的
な
コ
ロ
ナ
の
要
因
が
同
時
に
き
た
こ

と
で
、
大
変
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

１
年
数
か
月
先
に
は
新
病
院
開
業
で
動
い

て
お
り
、
経
営
改
善
を
し
っ
か
り
や
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
長
期
的
要
因
で
や
む
を
得

な
い
部
分
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
保
育
士
の
環
境
に
つ
い
て

　
保
育
士
の
採
用
と
離
職
の
状
況
は
？

　
令
和
４
年
度
は
新
規
採
用
が
正
規
10
名
、

非
正
規
９
名
、
退
職
者
が
正
規
14
名
、
非

正
規
13
名
。
令
和
５
年
度
の
採
用
は
正
規

11
名
、
非
正
規
15
名
、
退
職
は
正
規
６
名
、

非
正
規
19
名
で
す
。

　
保
育
士
の
配
置
基
準
改
善
の
考
え
は
？

　
採
用
が
非
常
に
難
し
い
状
況
、
離
職
も

多
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
新
制
度
の
基
準
で
配
置
が

で
き
る
よ
う
に
、
保
育
人
材
確
保
を
頑

張
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
離
職
者
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま

ず
調
査
を
し
て
頂
き
た
い
が
い
か
が
か
？

　
（
市
長
）
離
職
者
の
原
因
は
し
っ
か
り

不
断
の
点
検
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

◆
土
岐
市
資
源
活
用
計
画
に
つ
い
て

　
本
計
画
で
引
き
継
ぐ
土
岐
市
観
光
推
進

計
画
の
未
達
成
目
標
の
中
の
観
光
資
源
の

掘
り
起
こ
し
・
創
出
・
磨
き
上
げ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
歴
史
、
文
化
の
活
用
の
中
で
、

八
幡
神
社
の
流
鏑
馬
等
、
付
加
価
値
の
高

い
祭
り
ご
と
に
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
の
企
画

と
は
ど
ん
な
企
画
で
す
か

　
こ
れ
は
土
岐
市
の
歴
史
、
地
域
に
根
付

い
た
伝
統
文
化
を
維
持
、
保
存
、
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
具
体
的
な
取

り
組
み
の
一
つ
の
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
例

え
ば
八
幡
神
社
の
流
鏑
馬
な
ど
で
あ
り
ま

し
た
ら
、
そ
う
い
っ
た
地
域
の
取
り
組
み

が
ま
ず
基
本
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い

っ
た
文
化
的
な
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
は
、

例
え
ば
観
光
な
ん
か
と
い
う
こ
と
で
そ
う

い
っ
た
も
の
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
損

な
わ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
そ
う
い

っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
地
域
の
皆
さ

ん
と
寄
り
添
っ
て
き
ち
っ
と
考
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
具
体
的

に
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
歴
史
的
価
値
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

や
Ｐ
Ｒ
を
生
か
し
、
戦
国
武
将
観
光
を
テ

ー
マ
に
広
域
周
遊
観
光
の
展
開
と
は
ど
ん

な
計
画
で
す
か

　
具
体
的
に
一
つ
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
令
和

３
年
、
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の

放
映
を
契
機
と
い
た
し
ま
し
て
、
岐
阜
戦

国
・
武
将
観
光
推
進
連
絡
会
が
設
立
さ
れ
、

今
現
在
も
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す

が
、
各
市
町
村
と
連
携
し
ま
し
て
、
歴
史
、

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
、
戦
国
武
将
観
光
の
切
り

口
で
地
域
を
超
え
て
、
全
県
的
に
展
開
し

て
、
広
域
周
遊
観
光
へ
の
誘
導
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

　
本
施
設
の
中
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る

施
設
と
さ
れ
て
い
な
い
施
設
は

　
全
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
施
設
は

５
つ
、
例
で
言
い
ま
す
と
本
庁
で
す
と
か

新
し
く
で
き
た
こ
ど
も
園
な
ど
で
ご
ざ
い

ま
す
。
一
部
導
入
さ
れ
て
い
る
施
設
が
44
、

教
育
関
連
施
設
を
中
心
と
し
た
数
で
ご
ざ

い
ま
す
。
未
導
入
の
施
設
が
35
、
例
え
て

い
い
ま
す
と
、
公
民
館
な
ど
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施

設
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
中
の
79
、
全

体
の
94
％
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小関　篤司

加藤　淳一

2024年8月15日
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◆
自
治
会
に
つ
い
て

　
自
治
会
の
加
入
率
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
時
点
、
土
岐
津
町
71
．

44
％
、
下
石
町
69
．65
％
、
妻
木
町
67
．46

％
、
鶴
里
町
66
．21
％
、
曽
木
町
76
．66
％
、

駄
知
町
72
．61
％
、
肥
田
町
61
．41
％
、
泉

町
62
．97
％
、
土
岐
市
全
体
と
し
て
の
加

入
率
は
66
．97
％
で
す
。

　
行
政
と
自
治
会
の
関
係
性
、
本
市
が
考

え
る
自
治
会
の
役
割
に
つ
い
て

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
防
犯
灯
の
整
備

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
お
け
る
環
境

整
備
・
市
と
地
域
、
地
域
の
住
民
同
士
を

繋
げ
る
た
め
の
広
報
・
い
ざ
と
い
う
時
に

地
域
で
一
足
早
く
動
け
る
よ
う
な
災
害
時

の
対
応
・
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
で
す
。

　
自
治
会
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
、
本
市

の
取
組
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
た
に
転
入
さ
れ
て
き
た
方
に
は
、
転

入
後
す
ぐ
に
町
内
会
加
入
の
ご
案
内
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
の
活
動
維
持
や

活
動
活
発
化
を
支
援
す
る
共
助
の
ま
ち
づ

く
り
補
助
金
制
度
の
一
つ
に
、
加
入
促
進

事
業
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
を
活
用
し
、
加
入
の
促
進
の
一
助

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て

　
管
理
者
は
誰
に
な
り
ま
す
か

　
市
町
村
が
所
有
者
と
な
り
ま
す
。

　
清
掃
や
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
は
誰

に
お
願
い
し
て
い
る
の
か
。

　
主
に
地
域
の
方
々
が
利
用
さ
れ
る
道
や

水
路
で
す
。
地
元
に
密
着
す
る
も
の
で
あ

り
、
日
常
的
な
草
刈
り
や
維
持
管
理
は
受

益
者
や
町
内
会
な
ど
地
域
の
方
々
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
町
内
会
に
作
業
を
お
願
い
す
る
場
合
、

作
業
費
等
の
支
払
い
制
度
は
あ
る
の
か

　
草
刈
り
機
の
替
刃
や
燃
料
、
側
溝
の
蓋

や
砕
石
、
合
剤
等
の
材
料
の
支
給
で
お
願

い
を
し
て
い
る
。
作
業
費
等
の
金
銭
的
な

助
成
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
市
民
要
望
に
つ
い
て

　
町
内
要
望
と
は

　
町
内
会
の
活
動
や
運
営
に
お
け
る
困
り

事
。
道
路
・
河
川
の
補
修
、
施
設
の
整
備

な
ど
行
政
へ
の
要
望
事
項
を
町
内
会
で
取

り
ま
と
め
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
。

　
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
市
民
は
ど

の
よ
う
に
要
望
を
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
市
民
の
要

望
の
受
付
も
随
時
行
っ
て
い
る
。

災
害
や
緊
急
性
の
高
い
案
件
と
同
様
に
、

公
共
性
を
判
断
し
所
管
部
署
に
て
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

◆
次
世
代
財
政
に
禍
根
を
残
す
の
で
は
？

　
新
博
物
館
は
50
年
以
上
に
渡
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
土
地
借
り
上
料
に
つ
き
ま
し

て
は
、
仮
に
毎
年
３
０
０
万
円
と
し
て
50

年
間
で
は
１
億
５
千
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
人
口
が
減
少
し
、
市
の
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

若
い
世
代
や
子
ど
も
達
に
負
の
遺
産
を
残

し
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
市
長
に
お
聞
き
し
ま
す
。
土

地
を
買
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

　
（
市
長
）
土
地
の
借
り
上
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
か
っ
て
か
ら
現
状
で
も
借
り
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
に
な

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
土
地

に
つ
い
て
は
取
得
す
る
努
力
は
い
た
し
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
相
手
の
あ
る

こ
と
で
す
の
で
そ
の
よ
う
な
形
で
は
実
現

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
お
っ
し

ゃ
っ
た
よ
う
に
将
来
に
対
し
て
負
担
を
残

す
こ
と
を
良
し
と
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

で
き
る
限
り
努
力
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
相
手
の
あ

る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
し
、
地
方
自
治
体
の
存
続

さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
豪
華
で
立
派
な
箱
物
を
造
る
時
代

は
も
う
過
去
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
財
政
の
支
出
を
上
手
に
抑
え
て
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
市
政
を
目
指

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
一
度
立
ち
止
ま
り

新
博
物
館
が
市
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
施
設

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
併
せ
て
デ
ザ
イ

ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
お
答
え
下
さ
い
。

　
（
市
長
）
行
政
と
い
う
の
は
、
い
ろ
ん

な
計
画
を
つ
く
り
、
予
算
を
計
上
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
業

に
つ
い
て
も
、
い
ろ
ん
な
委
員
会
に
諮
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
、
出
来
上

が
っ
た
も
の
と
し
て
、
一
定
程
度
の
も
の

が
出
来
上
が
っ
て
い
る
段
階
で
、
や
る
か

や
ら
な
い
か
と
い
う
判
断
を
し
ろ
と
い
う

私
に
言
わ
れ
ま
す
と
、
私
自
身
は
、
も
う

止
め
る
と
い
う
判
断
と
い
う
選
択
肢
は
無

い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
ご
指
摘

が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
博
物
館
と

い
う
の
は
文
化
庁
な
ん
か
の
い
ろ
い
ろ
な

指
針
と
か
話
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
あ
ま

り
華
美
な
も
の
に
す
る
な
と
い
う
も
の
も

一
方
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
華

美
な
も
の
で
は
な
く
て
中
身
で
勝
負
す
る

と
い
う
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小栗　恒雄

安藤　勝彦
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夏の議会だよりの編集を終え、感慨深い気持ちで後記を書いています。この号も多くの議題や意見が詰
まった内容となっており、読者の皆様には有益な情報を提供できたことを嬉しく思います。
また、議場見学に来てくれた濃南小学校の皆さん、初めて見る議場はいかがでしたか？私達は見学に来
てくれた皆さんに感謝の気持を伝えたいと思います。本当にありがとうございました。
議会だよりは議会の情報を発信する重要なメディアです。これからも地域の課題や意見を反映させなが
ら読者の皆様にとって役立つ情報を提供できるよう一層の努力をしてまいります。
まだまだ暑い日が続きますので、熱中症や食中毒に気をつけてください。� （文責：安藤　勝彦）

編集後記

議会だより編集部会 � �������������������������������������
　部会長：北谷峰二　　副部会長：安藤勝彦
　　　　　西尾隆久　鈴木正義　水野哲男　小関篤司　大久保一夫　渡邉豪　伊藤公男

土岐市議会事務局　電話：（0572）54－1111（内線410・411）お問い合わせ

土岐市議会では、下記のテーマ・日程で、議会報告会の開催を
予定しています。
今年は、より多くの方から意見をお聞きするため市民の皆様と
議員がグループになって下記テーマについて話をしていただく、
「グループ討議方式」で行います。
市民の皆様にあらためて市政を知っていただき、また、私たち
議員に市民の皆様の生の声を聞かせて頂く交流の場になればと考
えております。
市民の皆様のより多くのご参加を、心よりお待ちしております。

・新病院について
・博物館について
・子育て支援について
・人口減少対策について

テーマ

令和6年度 土岐市議会　議 会 報 告 会

●日時・会場　　※お住まいの地区に限らず、どの会場でもご参加いただけます。
開　催　日 地　区 会　　　場 時　　　間
10月16日（水） 土岐津 土岐津公民館　　　ホール 午後７時～午後８時30分
10月17日（木） 泉 セラトピア土岐　　２階小ホール 午後７時～午後８時30分
10月18日（金） 西　陵 ウエルフェア土岐　３階大会議室 午後７時～午後８時30分
10月24日（木） 駄　知 駄知公民館　　　　２階大ホール 午後７時～午後８時30分
10月25日（金） 濃　南 鶴里公民館　　　　２階ホール 午後７時～午後８時30分
10月30日（水） 肥　田 肥田公民館　　　　１階大ホール 午後７時～午後８時30分

（昨年度の様子）

2024年8月15日
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